
〔事業者が特に力を入れている取り組み：共同生活援助（グループホーム）〕 令和8年度

《事業所名： 》

評価項目

評価項目

評価項目

事業者が特に力を入れている取り組み②

タイトル② Eラーニングを導入し、職員への指導と標準化を図っています

事業者が特に力を入れている取り組み①

タイトル① 家庭らしさ・カロリー管理などに注力した食事提供が実施されています

内容①

食事は「家庭らしさ」と「手作り」にこだわり、利用者から見える場所での調理・家庭を感じられる雰囲気を大切にして
います。利用者の好みと栄養を考慮しながら日々の献立が考えられており、こんにゃく入りごはんなどカロリー管理
をした食事の提供がなされています。また、夕食の献立は毎日ホームページに掲載され、家族等にも利用者の食事
状況を伝えています。

6-4-2

利用者が主体性を持って日常生活を楽しく快適に過ごせるような取り組み
を行っている

内容③

利用者の生活状況や体調の変化については、物品購入の確認をする際などにあわせて家族・後見人に報告し、ま
た、利用者が家族等に電話連絡する場合には支援をするなどサポートにあたっています。ホームページやソーシャ
ルネットワーキングサービスでの活動報告・献立ブログ等の発信にも注力がなされています。

6-4-5

利用者の意向を尊重しつつ、個別状況に応じて家族等と協力して利用者
の支援を行っている

事業者が特に力を入れている取り組み③

内容②

職員が衛生・健康維持についてチェックリストを準備しており、業務のもれがないよう仕組みが整備されています。職
員とは定期で個人面談を実施しており、わからないことや不安に思っていることを聴取し、対応に努めています。ま
た、各種研修の案内をしているものの、開催形態により参加できない職員がいることからEラーニングを導入し、指
導と標準化を図っています。

タイトル③ 家族等への報告・情報発信に注力がなされています

6-6-1

手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている
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